
 

 

    岐阜市あけぼの会便り         令和２年１月号  

 明けましておめでとうございます。 

今年も、自分の思いが十分に話せる例会になるよう努めます。 

まず、親・家族が元気になりましょう。 

当事者の方は、家で安心して伸び伸び暮らせれば、自分らしく一歩を踏み出せる 

と思います。見守りましょう。 

12月例会は、初めての参加 1組と、多くの会員で盛り上がりました。 

6つのグループに分かれ、39名が自由におしゃべりをしました。 

 

   1月例会・新春講演会 

 日時：1月 13日（月・祭）13:30~15:30 

会場：ぎふメディアコスモス  かんがえるスタジオ 

講師：堀場洋二氏（名古屋市精神障害者家族会連合会事務局・相談員） 

演題：「親亡き後」問題 

  堀場さんは、長年、名古屋の家族会で活動されていて、私達の悩み・ 

苦しみが分かる方です。そして、豊富な情報の持ち主で、どんな質問 

にも答えてもらえると思います。困りごとなどを事前にメモしておか 

れると良いと思います。何でもお聞きください。 

 

 

 

２月例会  交流会 

   日時：2月 15日（土）13:30~15:30 

   会場：ぎふメディアコスモス  おどるスタジオ  

 

困りごと・近況報告など、おしゃべりしましょう。 

 

 



 

 

岐阜県精神保健福祉研修会  （主催：「ぎふかれん」） 

令和 2年 2月 1日（土）13:30~16:00 

 ぎふメディアコスモス みんなのホール 

演題：「精神障がい者が地域でいきいきと暮らせるために 

～誰もが自らの人生の主人公～」 

講師：青木聖久（日本福祉大学教授、みんなねっと理事） 

 

青木先生の著書本 予約を受け付けます 

「追体験 霧晴れる時」青木聖久著  定価 1,300円（税抜） 

 

講演会「ギャンブル依存症 回復に向けて Be With！」 

 日時：令和 2年 1月 11日（土） 受付 13:00～  13:30～16:30 

会場：OKBふれあい会館 中会議室（301） 

 主催：ギャマノン岐阜グループ 

 

「ぎふかれん」の 家族による家族のための電話相談 ０５８－２７１－８１６９ 

火・木曜日 10:00~15:00 お気楽に電話ください。 

      面談も行っておりますので、事前にご連絡ください。 

 

岐阜市あけぼの会 連絡先      

服部 ０５８－２４７－６００４    熊谷  ０９０－６５７８－９８３８ 

山内 ０５８－２４６－０４０９    中村 ０９０－７０３９－９４４７ 

石田 ０９０－６０８４－２１２４   筒井 ０９０－２６８５－０２２６ 

 「ぎふかれん」（服部・筒井）０５８－２７１－８１６９  

 

 

 岐阜市楽らくクラブ（当事者会） 

 

1月例会 

日時 ： 1月 19日（日）13～15時   （今回は、第 3日曜日） 

場所 ： 日光コミュニティセンター          ＊ 参加費２００円 

 

 

連絡先： 石田 吉保 （０９０－６０８４－２１２４） 

        山内久美子 （０５８－２４６－０４０９） 

        筒井有紀子 （０９０－２６８５－０２２６） 



 

 

12月例会の報告 

12月 10日（火）13:30~15:30  39名参加（支援者 6名） 

岐阜市南市民健康センターにて 

 

●新グループホームの案内・説明 

  本社は東京で、空き家を利用してグループホームの立ち上げを展開している。 

 ・岐阜では、今年 9月に 5部屋を開設、入所者募集中。 

 ・利用対象者は、18才以上で、精神・知的の障害を持つ方。 

 ・土・日・祝日及び夜間も職員配置。（２４Ｈサポート体制） 

 ・食事は朝・晩、用意します。   ・利用料は実費、月 61,600円。 

 お問合せ： TEL：058-338-7117  携帯：090-9198-3282（担当：原） 

 

 

●グループに分かれて話し合い 

 ・初参加者（母と息子）…高校を出て浪人中に統合失調症を発症。 

カウンセリングなども受け療養中だが、時々発作が起きる。現在は落ち

着いているが、集中力が落ちてきたと思う。 

 

 ・母親…息子は自宅で一人暮らし、私はアパートで暮らしている。本人は困って 

いるようだが、私はメールのやりとり以外は一切関与していない。 

友人や訪問看護の人たちの支援でなんとか上手くやっているようです。 

 

 ・本人（男性 28歳）…母と弟の三人暮らしです。弟（障害を持っている）はお酒 

を飲むと、人が変わって暴れてケンカになり、警察を呼ぶこともあり困 

っています。 

高校時代に発症し、何度か入退院を繰り返したが、現在はＢ型作業所で

働いている。4月からは就労のための技術を学ぶ学校に入学予定です。 



 

 

 

 ・父親…「親亡き後」の本人のことが私たちに共通の一番気になることですが、行 

政の力・社会の力に任せるのが、今の流れだと思います。親はそのため

に人とのつながりをしっかりと用意しておいてやることしか出来ないと

思います。 

 

 ・父親… 娘は通院を続け、順調。 

39歳の息子は長年、引きこもっている。平日は、朝、車で出ていき、夕

方帰宅。仕事はしていないが、家で手伝いはしてくれる。生活費は親が

出す。小遣いはいらないと言う。 

保健所（？）に相談しても「本人を連れてきて」と言われるだけ。 

⇒（8050問題？ 社会的引きこもり？） 

           

           

           

           

           


